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有機物・無機物に関係なく、また海⽔・淡⽔を問わずＳＳ・ＣＯＤ・ＢＯＤの⼤幅な
除去低減ができる。

粉体凝集剤なので⾼分⼦の溶解設備が不要で処理設備が安価・コンパクトでＯＫ！

無機系凝集剤で安全性が⾼く、取り扱いが容易なため⾃然環境に悪影響を及ぼすこ
となく汚濁⽔を浄化します。

脱⽔ケーキの含⽔率が⼤幅に低減します。

フロックの沈降が早いためプラントの簡素化、設備投資が⼤幅に低減できますので、
ランニングコストの低減が図れます。

他の処理剤・処理⽅法と⽐較して⼤幅なコストダウンが図れます。

汚⽔処理には⾊々な処理⽅法がありますが、凝集処理が基本になっています。この凝集処理に使
⽤される薬剤を凝集剤と⾔っています。この凝集剤には安価なＰＡＣ（ポリ塩化アルミニウム）や
硫酸バンド（硫酸アルミニウム）ポリ鉄など無機系凝集剤と⽐較的⾼価な⾼分⼦の有機系凝集剤
を⼊れて、汚濁成分をフロックとして分離除去する⽅法が採⽤されています。しかしそれぞれに
⻑所・短所があります。この凝集剤プラストはそれらの⻑所を活かし、⽋点を排除して性能を追
求し、さらには⾃然環境への配慮・再利⽤・経済性を考えて開発しました。
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従来の凝集剤 無機系凝集剤プラスト

従来処理の場合

プラストの場合

⼯業排⽔

砂利処理

セメント

かき混ぜて２〜３分で固液分離します。

水質に関係なく効果を発揮するので、幅広い範囲の廃水を

処理できます。

凝集フロックは大きく粘性がないので脱水性がよく、濾布

からの剥離性が優れています。

粉末のまま添加でき、凝集力が強いので、攪拌後すぐに清水

とフロックに分離できます。

少添加量で効果を発揮して、有機物・無機物に関係なく

ＢＯＤ・ＣＯＤの除去・低減ができます。

添加量の有効範囲が広いのでコントロールしやすく多少の過

不足でも効果を発揮します。

単一薬剤のため混合物は１箇所で済み、設備も簡単で小規模

になります。

無機質合成品のため無公害で、安全性も高く品質管理が容易

にできます。

即効性・汎用性・経済性に優れているので、工期を短縮して

工費を節約できます。

固化剤との適合性がよいので、効率よく固化処理でき、また

焼却処理も容易になります。

処理後はリサイクル土として埋立、造成用土などに有効利用

できます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来処理との比較凝集テストの例

従来品との比較

1 汚濁⽔の⽔質に関係なく、ｐＨ調整をせずに広い範囲の汚濁⽔の処理に使⽤できる。 水質によって効果にバラツキがあるので、処理できる廃水の

種類に限りがあります。

水溶液にしてから使用するため手間がかかり、凝集力が

弱く、沈澱に時間がかかります。

凝集フロックは小さく粘性があるので脱水性が悪く、濾布の

目詰まりが発生します。

微粒子ＳＳ、高塩分含有ＳＳなどの除去やＢＯＤ・ＣＯＤの

低減はあまり効果が出ません。

添加量のコントロールが難しく、多少の過不足があると効果

が出ません。

処理に時間がかかり、また中和槽が必要なので設備が大規模

になります。

保存・運搬などの品質管理が難しく、多少の過不足があると

効果が出ません。

薬剤によって作用・処理時間・効果が異なるので工法が複雑

になりコストが掛かります。

脱水物は固形剤との整合性が悪く、固化処理が効率よくでき

ず、焼却処理も困難です。

処理が不完全なため処分するのが難しく、２次公害を招く恐

れがあります。

排⽔処理コスト削減の切り札
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